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教育再生実行会議の第一次提言「いじめ問題等への対応について」（2013 年 2 月）を受けて設置
された道徳教育の充実に関する懇談会は 2013 年 12 月に「今後の道徳教育の改善・充実報告につい
て（報告）」をまとめた。さらに、中央教育審議会答申「道徳に係る教育課程の改善等について」（2014
年 11 月）をもとに、2015 年 3 月に学習指導要領が一部改訂された。従来は教科外活動であった小
学校・中学校の「道徳」が「特別の教科 道徳」として教科へ「格上げ」された。授業時数は現行「道
徳」の 35 単位時間（小学校第 1 学年のみ 34 単位時間）と変わらないものの、内容についてはいじ
めの問題への対応の充実や発達の段階をより一層踏まえた体系的なものへと改善がおこなわれる。
移行措置を経て、小学校では 2018 年度から、中学校では 2019 年度から完全実施される。 
2015 年に一部改正された学習指導要領 道徳編（文部科学省，2015a, 2015b）では、道徳教育の目








   約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切にすること。 
 〔第３学年及び第４学年〕 
   約束や社会のきまりの意義を理解し、それらを守ること。 
 〔第５学年及び第６学年〕 
   法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを守り、自他の権利を大切にし、
義務を果たすこと。 
また、中学校では「遵法精神、公徳心」として、以下の内容項目が挙げられている。 
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心理学における道徳研究 
上記のような道徳教育研究は、道徳的価値の内面化の促進、道徳的価値の明確化、認知的発達理
論に基づくアプローチの 3 つに大別できるとされる（森川，2010）。心理学、特に発達心理学は 3
つ目の認知発達理論の発展に寄与してきた。中でも Piaget（1932）や Kohlberg（1969）の功績は大
きい。これらの理論については、文化差の存在を指摘する研究など批判もある（Turiel, 2002; Eisenberg, 














期の研究から既に指摘されていた（Deutsch & Gerard, 1955）。 
その中で、社会的規範を分類するという、より重要な試みは近年になってなされた。Cialdini, 












力が強いことが示されている（Cialdini, Reno, & Kallgren, 1990）。記述的規範が駐輪行動の規定因と
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1 年生：49 名、2 年生：54 名、3 年生：39 名であった。また、性別の内訳は、男性：73 名、女性：













 ※ スラッシュ前後の下線部が実験条件。シナリオには他者の行動 2×自己の行動








黒石，2009 など）で使用した「ふつう」認知尺度 9 項目（「なじんでいる」、「非常識だ」、「違和感
を感じる」、「他の人と比べておかしい」、「まわりの人から浮いている」、「まともだ」、「まわりの人




さらに、個人差要因として文化的自己観（Kitayama & Markus, 1994; Markus & Kitayama, 1991）を
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測定する相互独立的－相互協調的自己観尺度（高田・大本・清家，1996）の児童・生徒用（高田，
1999）5 件法 20 項目について回答を求めた。この尺度は、個の認識・主張、独断性、他者への親和・
順応、評価懸念の 4 つの下位尺度からなる。 
最後にチェック項目として、提示された仮想場面を具体的に思い浮かべられたかどうか、および












体的に思い浮かべられており（M=3.95, SD=1.29; t(138)=8.70, p<.001）、図書館では静かにするべきだと









尺度の得点についてクラスタ分析をおこない、2 つのクラスタを作成した（表 1 参照）。クラスタ中
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表 0．相互独立的－相互協調的自己観の各クラスタの中心（標準偏差）および中心間の比較※ 
 個の認識・主張 独断性 他者への親和・順応 評価懸念 
クラスタ 1（n=50） 2.16 (0.71) 2.15 (0.67) 3.38 (0.92) 3.27 (0.98) 
クラスタ 2（n=87） 3.70 (0.60) 3.30 (0.76) 3.32 (0.76) 2.91 (0.90) 
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表 1-1．周囲の行動×自己の行動における「ふつう」認知 
  自己  
  向規範 反規範 計 
他者
 
向規範 3.70 (0.80) 1.90 (0.75) 2.79 (1.19) 
反規範 2.97 (0.82) 2.78 (0.76) 2.87 (0.79) 





  文化的自己観  
  クラスタ 1 クラスタ 2 計 
他者
 
向規範 2.97 (1.21) 2.67 (1.17) 2.79 (1.19) 
反規範 2.65 (0.70) 2.98 (0.81) 2.87 (0.79) 






は有意ではなかった（F(1,128)=0.00, ns; F(1,128)=1.93, ns）（図 2 参照）。個人差要因に関しては、文化的
自己観の主効果が有意であり（F(1,128)=4.64, p<.05）、クラスタ 2 の方がクラスタ 1 よりも肯定的感情




  自己  
  向規範 反規範 計 
他者
 
向規範 2.12 (0.71) 2.08 (1.02) 2.10 (0.87) 
反規範 1.80 (0.88) 2.49 (1.17) 2.16 (1.09) 













































  自己  
  向規範 反規範 計 
他者
 
向規範 1.90 (0.92) 2.42 (0.95) 2.16 (0.96) 
反規範 2.07 (0.94) 2.10 (0.97) 2.08 (0.95) 













  自己  
  向規範 反規範 計 
他者
 
向規範 2.90 (0.95) 2.07 (1.06) 2.48 (1.09) 
反規範 1.96 (1.00) 2.07 (0.92) 2.02 (0.95) 
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間の 0 次相関を算出した（表 5 参照）。  
 
表 5．命令的／記述的規範、「ふつう」認知、感情状態の 0 次相関 
 命令的規範 記述的規範 「ふつう」 
認知 肯定的感情 否定的感情 安静状態 
命令的規範 －  .042  .507 *** -.146 + -.129  .183 * 
記述的規範   －  .399 *** .183 * -.130  .247 ** 
「ふつう」認知     －  .127  -.290 ** .363 *** 
肯定的感情       －  .414 *** 618 *** 
否定的感情         －  .379 *** 
安静状態           －  




次に、モデル 2 ではそれらに加えて 4 つの実験条件を自己の行動が命令的規範に従っているか、お
よび自己の行動が記述的規範に従っているかという観点から再コード化し、ダミー変数として投入
した（表 6-1 および 6-2 参照）。モデル 3 では、さらに「ふつう」認知を投入した（すべて強制投入
法による）。 
 
表 6-1．命令的規範における再コード化  表 6-2．記述的規範における再コード化 
  自己    自己 
  向規範 反規範    向規範 反規範 
他者
 
向規範 1 0  他者
 
向規範 1 0 





モデル 3：VIFs<2.126）。分析の結果、モデル 1 で投入した他の感情状態が有意な統制変数となった
（R2=.419, p<.001）。モデル 2 では、説明変数のうち命令的規範が有意となり（β=-.231, p<.01）、記
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述的規範は有意とならなかった（β=.075, ns）。さらに「ふつう」認知を投入したモデル 3 では、分
散説明力が有意とならず（ΔR2=.008, ns）、命令的規範は依然として有意な説明変数として残った（β
=-.279, p<.001）（表 7-1 参照）。 
 
表 7-1．肯定的感情を基準変数とした階層的重回帰分析 
  モデル 1 モデル 2 モデル 3 
ステップ 1 否定的感情 .217 ** .177 * .222 ** 
 安静状態 .529 *** .572 *** .525 *** 
ステップ 2 命令的規範   -.231 ** -.279 *** 
 記述的規範   .075  .045  
ステップ 3 「ふつう」認知     .172  
 最終ステップΔR2 .419 *** .055 ** .008  
 モデル全体 R2 .419 *** .473 *** .481 *** 




れなかった（モデル 1：VIF=1.609、モデル 2：VIFs<1.890、モデル 3：VIFs<1.949）。分析の結果、モデ
ル 1 で投入した他の感情状態が有意な統制変数となった（R2=.210, p<.001）。モデル 2 では、命令的規範
および記述的規範の両方が有意な説明変数となった（β=-.158, p<.05; β=-.235, p<.01）。さらに「ふつう」
認知を投入したモデル 3 では、「ふつう」認知が有意な説明変数となり（β=-.474, p<.001）、命令的規範
および記述的規範はいずれも有意な説明変数とならなかった（β=.063, ns; β=-.083, ns）（表 7-2 参照）。 
 
表 7-2．否定的感情を基準変数とした階層的重回帰分析 
  モデル 1 モデル 2 モデル 3 
ステップ 1 肯定的感情 .295 ** .240 * .251 ** 
 安静状態 .214 * .334 ** .421 *** 
ステップ 2 命令的規範   -.158 * .063  
 記述的規範   -.235 ** -.083  
ステップ 3 「ふつう」認知     -.474 *** 
 最終ステップΔR2 .210 *** .075 ** .127 *** 
 モデル全体 R2 .210 *** .285 *** .412 *** 
*** p<.001 ** p<.01 * p<.05 + p<.10 
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安静状態 
多重共線性について検討をおこなったが、3 つのモデルのすべてにおいて顕著な多重共線性は認
められなかった（モデル 1：VIF=1.222、モデル 2：VIFs<1.323、モデル 3：VIFs<1.962）。分析の結
果、モデル 1 で投入した他の感情状態が有意な統制変数となった（R2=.400, p<.001）。モデル 2 では、
命令的規範および記述的規範の両方が有意な説明変数となった（β=.291, p<.001; β=.157, p<.05）。
さらに「ふつう」認知を投入したモデル 3 では、「ふつう」認知が有意な説明変数となり（β=-.295, 
p<.001）、命令的規範は有意な説明変数として残ったものの、その回帰係数は減少し（β=.145, p<.05）、
記述的規範は有意な説明変数とならなかった（β=.074, ns）（表 7-3 参照）。 
 
表 7-3．安静状態を基準変数とした階層的重回帰分析 
  モデル 1 モデル 2 モデル 3 
ステップ 1 肯定的感情 .546 *** .531 *** .450 *** 
 否定的感情 .162 * .229 ** .318 *** 
ステップ 2 命令的規範   .291 *** .145 * 
 記述的規範   .157 * .074  
ステップ 3 「ふつう」認知     .295 *** 
 最終ステップΔR2 .400 *** .111 *** .044 *** 
 モデル全体 R2 .400 *** .511 *** .555 *** 


















































帰分析におけるステップ 2 で有意であった記述的規範の効果がステップ 3 で「ふつう」認知を説明
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変数として投入することにより、その効果が有意でなくなったことから、記述的規範の効果は「ふ
つう」認知により媒介されていることが示唆された。 
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_______________________________________________________________________________________ 
Research Paper 
Affective Reactions to Injunctive/Descriptive Norms  
at Junior High School Library 
 
Kuroishi, Norihiro; Sano, Yoriko 
_______________________________________________________________________________________ 
This study explored how social norms influence on affects among junior high school students. Cialdini 
et al. (1991) distinguished social norms into two types. Injunctive norm is defined by moral rules, which 
reflects what people approve/disapprove. On the other hand, descriptive norm is decided by what most people 
do in a particular situation, which may bring about perceived typicality. In the experimental questionnaire, all 
students from a private junior high school responded to questions about one of the four scenarios, in which 
the target student and the surrounding other students keep quiet/chatting in the library. In these scenarios, 
keeping quiet means obeying the injunctive norm, and behaving the same as others is regarded as conforming 
the descriptive norm. As a result, the respondents showed less negative affect and more calmness when their 
behavior met both injunctive and descriptive norms, whereas they felt more positive affect when they behave 
the same as others deviant from the injunctive norm. Based on these findings, a dual processes hypothesis in 
which social norms influence the emotional states were suggested. 
Key words:  Descriptive and injunctive norms, affective states, junior high school students 
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